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ロ
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　〈
島
〉
に
わ
た
っ
た
科
学
者
た
ち

帝
国
日
本
の
南
洋
研
究

　
本
書
は
、
戦
前
、
日
本
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
々
─
─
当
時
は
南
洋
群
島
、
内
南
洋
（
裏
南
洋
）
な
ど

と
呼
ば
れ
た
─
─
で
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
日
本
の
研
究
者
（
科
学
者
）
の
群
像
と
、
彼
ら
が
経
験
し
た
〈
島
〉
で
の
研
究

生
活
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
直
後
の
一
九
一
四
年
、
日
本
は
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
海
軍
を
派
遣
し
、

現
地
を
無
血
占
領
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
パ
ラ
オ
共
和
国
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、
北
マ
リ
ア

ナ
諸
島
自
治
連
邦
区
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る（（
（

（
図
表
1
）。
そ
の
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
地
域
（
Ｃ

式
）
と
し
て
日
本
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
、
一
九
二
二
年
に
は
現
地
施
政
機
関
で
あ
る
南
洋
庁
が
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
島
に
創

設
さ
れ
た
。

　
日
本
統
治
時
代
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
調
査
研
究
に
携
わ
っ
た
研
究
者
の
専
門
領
域
は
、
生
物
学
や
医
学
、
地
質
学
、
農
学
か

ら
人
類
学
、
民
族
学
、
言
語
学
、
植
民
政
策
学
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
日
本
海
軍
に
よ
る
占
領
直
後
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の

学
術
調
査
は
始
ま
っ
た
が
、
現
地
に
帝
国
大
学
を
有
し
た
朝
鮮
（
京
城
帝
国
大
学
、
一
九
二
四
年
創
設
）
や
台
湾
（
台
北
帝
国
大

学
、
一
九
二
八
年
創
設
）
な
ど
の
他
の
植
民
地
・
占
領
地
と
は
異
な
り
、
南
洋
群
島
に
は
最
後
ま
で
高
等
教
育
機
関
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
調
査
研
究
は
、
内
地
（
以
下
、
本
書
で
は
、
戦
前
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の
呼
び
方
に
し
た
が
い
、
基
本
的
に
こ
の
呼
称
を
用
い
る
）

か
ら
現
地
を
調
査
旅
行
で
訪
れ
る
研
究
者
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
九
三
四
年
、

南
洋
庁
の
置
か
れ
た
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
島
に
創
設
さ
れ

た
パ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
（Palao�T

ropical�B
iologi-

cal�Station

、
以
下
、
適
宜
パ
ラ
オ
研
と
略
称
）
で
あ
る
。

パ
ラ
オ
研
は
、「
共
同
利
用
研
究
所
の
は
し
り
」
と
も
評

さ
れ
（
廣
重
　
一
九
七
三
：
一
四
四
）、
若
手
の
研
究
員
を

交
替
で
パ
ラ
オ
に
派
遣
し
、
現
地
で
暮
ら
し
な
が
ら
研
究

に
従
事
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
た
。
活
動
期
間
は
十
年

に
も
満
た
な
い
小
規
模
な
研
究
所
だ
っ
た
が
、
パ
ラ
オ
研

は
、
サ
ン
ゴ
（
礁
）
を
中
心
と
し
た
熱
帯
生
物
の
研
究
で
、

当
時
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
水
準
を
誇
っ
た
。
そ

れ
ま
で
熱
帯
地
域
で
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
の
あ

る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
パ
ラ
オ
に
派
遣
さ
れ
た
若
き

学
徒
は
、
現
地
で
彼
ら
の
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
調
査
研
究
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
よ
っ
て
終
焉
に
向
か
う
。

図表 1　南洋群島の地図

出典�：南洋庁『南洋庁始政十年記念南洋群島写真帖』（（9（（）。
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現
地
へ
の
研
究
者
の
渡
航
は
困
難
と
な
り
、
パ
ラ
オ
研
は
一
九
四
三
年
三
月
末
に
閉
鎖
、
そ
の
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
々
も

激
し
い
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
九
一
四
年
の
海
軍
に
よ
る
「
一
時
占
領
」
か
ら
、

一
九
四
五
年
の
敗
戦
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
統
治
下
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
進
め
ら
れ
た
調
査
研
究
の
展
開
を
主
に
時
系
列
に
沿

っ
て
た
ど
っ
て
い
く
。

〈
島
〉
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
─
─
本
書
の
分
析
視
角

　
本
書
で
ま
ず
考
え
て
み
た
い
の
は
、
日
本
統
治
下
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
調
査
研
究
の
た
め
に
訪
れ
た
研
究
者
に
と
っ
て
の
現

地
経
験
の
意
味
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
内
地
と
は
大
き
く
異
な
る
熱
帯
の
島
々
で
、
そ
の
自
然
や
人
間
、
社
会
を
対
象
に
そ
れ
ぞ

れ
の
調
査
や
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
帝
国
日
本
の
研
究
者
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
一
体
何
を
調
べ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
し

て
、
現
地
で
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
経
験
は
、
彼
ら
の
人
生
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
。
か
か
る
研
究
者
の

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
経
験
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
本
書
の
第
一
の
課
題
と
な
る
。

　
次
に
本
書
で
考
え
た
い
の
が
、
戦
前
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
実
施
さ
れ
た
調
査
研
究
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
と
の
関
係

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
学
術
調
査
は
海
軍
に
よ
る
占
領
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
が
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
（
南
洋
群
島
）
は
、
当
時
、
外
南
洋
（
表
南
洋
）
と
呼
ば
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
の
拠
点
と
も
み
な

さ
れ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
経
験
を
積
ん
だ
研
究
者
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
、
東
南
ア
ジ
ア
占
領
へ
も
動
員
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
め
ぐ
る
知
の
政
治
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
こ
れ
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
関
心
は
、
研
究
者
の
目
を
通
し
て
み
た
、
当
時
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
社
会
そ
の
も
の
に
あ
る
。

戦
前
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た
研
究
者
の
多
く
は
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く
論
文
や
著
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
紀
行

文
や
調
査
日
誌
な
ど
の
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
現
地
住
民
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
暮
ら
す
日
本
人
─
─
多
く
は

沖
縄
か
ら
の
移
民
労
働
者
で
あ
っ
た
─
─
の
姿
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
研
究
者
が
書
き
残
し
た
、
一
見
些
末
に
も
み
え
る
さ
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ま
ざ
ま
な
記
録
を
通
じ
て
、
植
民
地
状
況
下
に
あ
る
二
十
世
紀
前
半
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
社
会
と
そ
こ
に
生
き
る
人
び
と
の
姿
を

描
き
出
す
こ
と
。
こ
れ
が
本
書
の
第
三
の
課
題
と
な
る（（
（

。

　
以
上
三
つ
の
課
題
を
通
じ
て
描
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
世
界
を
、
本
書
で
は
〈
島
〉
と
呼
ぶ（（
（

。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
前
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
わ
た
っ
た
研
究
者
の
専
門
領
域
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、〈
島
〉
は
、
専
門

の
異
な
る
研
究
者
が
混
在
、
互
い
に
協
力
し
─
─
そ
こ
で
は
専
門
家
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
区
別
も
曖
昧
だ
っ
た
─
─
、
し
か
も
ま

た
、
出
自
を
異
に
す
る
人
び
と
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
、
沖
縄
か
ら
の
移
民
労
働
者
、
南
洋
庁
の
高
級
官
吏
や
海
軍
士
官
な
ど
の
現
地
エ

リ
ー
ト
な
ど
）
と
研
究
者
の
あ
い
だ
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
接
触
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
空
間
（
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
）
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
物
学
史
、
医
学
史
、
人
類
学
史
な
ど
の
よ
う
に
、
学
問
分
野
の
区
分
を
前
提
に
し
て
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
で
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
研
究
の
姿
を
十
分
に
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
本
書
で
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
調
査
研
究
の
歴
史
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
学
問
分
野
の
区
分
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
、
調
査
研
究
が
実
践
さ
れ
る
場フ
イ
ー
ル
ド所

と
し
て
の
〈
島
〉
に
焦
点
を
当
て
る
。〈
島
〉
と
は
、
多
様
な
出
自
を
も
つ
人
び
と
が

「
接
触
」
す
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
科
学
知
識
が
産
み
出
さ
れ
る
現
場
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
Ｄ
・
リ

ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
科
学
の
地
理
学
」
と
い
う
性
格
も
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
　

二
〇
一
四
）。

　
さ
ら
に
こ
こ
で
、
本
書
に
お
け
る
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
」
と
「
南
洋
群
島
」
と
い
う
呼
称
の
使
用
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

以
下
、
本
書
で
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
当
該
地
域
を
指
す
と
き
に
は
、
基
本
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
い
う
呼
称
に
統
一

す
る
。
だ
が
、
行
政
単
位
と
し
て
当
時
の
呼
称
を
使
用
し
た
方
が
文
脈
上
わ
か
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
南
洋
群

島
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
本
書
の
こ
れ
か
ら
の
議
論
で
た
び
た
び
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
、
三
つ
の
基
本
的
事
柄
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

す
な
わ
ち
、（
一
）
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
現
地
住
民
の
位
置
と
彼
ら
に
対
す
る
公
教
育
、（
二
）
現
地
で
調
査
研
究
を
お
こ
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な
う
研
究
者
を
支
え
た
日
本
企
業
、（
三
）
日
本
統
治
時
代
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
。

「
島
民
」
と
公
学
校

　
本
論
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
日
本
統
治
時
代
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
現
地
住
民
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
「
島

民
」
と
い
う
呼
称
と
彼
ら
の
法
制
度
上
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
今
泉
裕
美
子
に
よ
れ
ば
、
現
地
住
民
に
対
し
て
は
、
一
九
一
四

年
の
海
軍
に
よ
る
占
領
当
初
、「
土
人
」「
島
民
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
軍
人
が
住
民
に
軽
侮
の
挙

動
を
と
る
の
は
統
治
を
妨
げ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、「
土
人
」
は
や
め
、「
本
群
島
人
」「
島
民
」
を
用
い
る
よ
う
訓
示
が
な
さ

れ
た
（
今
泉
　
一
九
九
四
：
二
六
─
四
〇
、
八
〇
）。
そ
の
後
、
南
洋
庁
の
創
設
と
と
も
に
、
現
地
住
民
は
法
律
上
「
島
民
」（In-

habitant of the islands
）
と
規
定
さ
れ
、
帰
化
、
婚
姻
そ
の
他
の
正
規
の
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
、
日
本
帝
国
臣
民
と
し
て

の
身
分
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
（
南
洋
庁
長
官
官
房
　
一
九
三
二
：
一
一
）。

　
本
書
で
こ
れ
か
ら
み
る
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
日
本
の
研
究
者
が
お
こ
な
う
調
査
研
究
に
お
い
て
、「
島
民
」
は
重
要

な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
と
き
に
研
究
を
支
え
る
「
協
力
者
」（
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
現

地
に
暮
ら
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
お
こ
な
う
研
究
者
が
登
場
す
る
三
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
彼
ら
彼
女
ら
は
「
友
人
」、
さ

ら
に
「
現
地
妻
」「
恋
人
」
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
（
第
四
章
以
降
）。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
者
と
現
地
住
民
の
「
接
触
」
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、「
島
民
」
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
た

教
育
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
訪
れ
る
研
究
者
に
対
す
る
「
島
民
」
の
「
協

力
」
は
、
多
く
の
場
合
、
現
地
で
の
日
本
語
教
育
の
普
及
を
前
提
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
日
本
統
治
時
代
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、「
島
民
」
児
童
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
教
育
に

重
点
を
置
い
た
公
学
校
（
三
年
制
）
が
設
け
ら
れ
（
南
洋
庁
創
設
以
前
は
島
民
学
校
）、
邦
人
向
け
の
小
学
校
と
は
別
の
教
育
が

お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
南
洋
庁
の
公
式
見
解
で
は
、「
島
民
に
対
し
教
育
上
の
差
別
的
待
遇
を
為
す
も
の
で
は
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無
く
、
日
本
人
に
対
す
る
国
民
教
育
と
、
特
殊
の
位
置
に
あ
る
島
民
に
対
す
る
教
育
と
は
、
其
の
根
本
主
旨
に
於
て
差
異
が
あ

る
」（
南
洋
庁
長
官
官
房
　
一
九
三
二
：
一
二
四
）
か
ら
と
さ
れ
た
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
は
、
原
則
と
し
て
中
等

以
上
の
教
育
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
。
公
学
校
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
生
徒
は
補
習
科
（
二
年
制
）
に
進
み
、
さ
ら
に

補
習
科
卒
業
生
で
特
に
優
秀
な
者
は
、
コ
ロ
ー
ル
島
に
あ
る
木
工
徒
弟
養
成
所
な
ど
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た（（
（

。

　
た
だ
し
、
公
学
校
の
就
学
率
は
島
嶼
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
度
の

統
計
を
み
る
と
、
最
も
就
学
率
が
高
い
パ
ラ
オ
支
庁
で
は
九
割
を
越
え
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク
支
庁
、
ヤ
ル
ー
ト
支
庁
は
三
～
四
割

程
度
で
あ
る
（
南
洋
群
島
教
育
会
　
一
九
三
八
：
六
九
五
）。
パ
ラ
オ
は
コ
ロ
ー
ル
に
南
洋
庁
が
置
か
れ
た
行
政
中
心
地
で
、
現

地
住
民
も
日
本
語
を
使
う
機
会
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ヤ
ル
ー
ト
は
離
島
が
多
く
、
公
学
校
で
日
本
語
を
学

ぶ
必
要
性
も
少
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
第
四
章
で
検
討
す
る
土
方
久
功
が
七
年
を
過
ご
し
た
ヤ
ッ
プ
の
離
島
サ

タ
ワ
ル
（
サ
テ
ワ
ヌ
）
島
か
ら
公
学
校
に
通
う
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
実
際
、
現
地
で
日
本
語
は
ほ
と
ん
ど
通
じ

な
か
っ
た
。

　
な
お
、
日
本
統
治
時
代
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
は
、
現
地
住
民
か
ら
選
ば
れ
る
巡
警
と
呼
ば
れ
る
下
級
警
察
官
の
制
度
が
あ
っ

た
。
巡
警
に
な
る
た
め
に
は
試
験
や
身
体
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
公
学
校
卒
業
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
学
科
試
験

が
免
除
さ
れ
た
（
南
洋
庁
長
官
官
房
　
一
九
三
二
：
一
八
五
）。
巡
警
は
、
現
地
社
会
の
い
わ
ば
新
し
い
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
内

地
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
訪
れ
る
研
究
者
は
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の
協
力
を
得
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
本
論
で
適

宜
触
れ
る
。

南
洋
貿
易
と
南
洋
興
発

　
次
に
確
認
し
た
い
の
が
、
一
九
一
四
年
の
海
軍
に
よ
る
現
地
占
領
以
前
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
で
日
本
の
企
業
が
事
業
を

開
始
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
二
二
年
の
南
洋
庁
創
設
後
、
現
地
で
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
研
究
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
え
た
南
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洋
貿
易
と
南
洋
興
発
と
い
う
ふ
た
つ
の
企
業
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
日
本
人
の
南
方
地
域
へ
の
関
心
は
明
治
期
か
ら
存
在
す
る
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
へ
の
日
本
企
業
の
進
出
が
始
ま
る
の
は
、

一
八
九
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
実
業
家
・
著
述
家
・
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
田
口
卯
吉
が
一
八
九
〇
年
、
南
島
商
会
を
組

織
し
、
帆
船
天
佑
丸
で
南
洋
航
海
を
実
施
、
グ
ア
ム
、
ヤ
ッ
プ
、
パ
ラ
オ
、
ポ
ナ
ペ
で
現
地
住
民
と
交
易
を
お
こ
な
っ
た
。
そ

の
際
、
ポ
ナ
ペ
に
残
っ
た
数
名
の
乗
組
員
が
支
店
を
開
設
し
た
の
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
邦
人
商
店
の
嚆
矢
と
い
わ
れ

る
。
南
島
商
会
は
こ
の
航
海
一
回
で
解
散
し
た
が
、
そ
の
後
、
南
島
商
会
の
資
産
を
受
け
継
ぐ
一
屋
商
会
、
快
通
社
、
恒
進
社
、

南
洋
貿
易
日
置
会
社
、
南
洋
貿
易
村
山
合
名
会
社
な
ど
が
相
次
い
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
に
商
店
を
開
い
た
。

　
こ
の
う
ち
南
洋
貿
易
日
置
会
社
と
南
洋
貿
易
村
山
合
名
会
社
が
一
九
〇
六
年
に
合
併
し
て
南
洋
貿
易
株
式
会
社
と
な
り
、
五

隻
の
帆
船
と
主
要
離
島
に
支
店
を
有
す
る
南
洋
貿
易
（
南
貿
）
は
、
ド
イ
ツ
統
治
時
代
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
日
本
と
の
貿
易
を

ほ
ぼ
独
占
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
統
治
時
代
に
な
る
と
、
南
洋
貿
易
は
、
各
離
島
間
を
つ
な
ぐ
海
運
業
や
貿
易
、
商

業
の
み
な
ら
ず
、
乗
合
バ
ス
、
ヤ
シ
栽
培
、
水
産
、
油
脂
な
ど
多
角
的
な
事
業
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
（
栗
林
　
一
九
七

〇；

丹
野
　
二
〇
一
五
：
一
三
─
三
六
）。

　
そ
し
て
、
日
本
の
研
究
者
に
よ
る
〈
島
〉
で
の
調
査
研
究
に
お
い
て
、
南
洋
貿
易
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
会
社
が
、

一
九
二
一
年
に
サ
イ
パ
ン
で
創
業
し
た
南
洋
興
発
（
南
興
）
で
あ
る
。
南
洋
興
発
は
、
サ
イ
パ
ン
で
製
糖
業
を
営
む
西
村
拓
殖

（
一
七
年
創
業
）
と
南
洋
殖
産
（
一
六
年
創
業
）
の
事
業
が
行
き
詰
ま
り
、
両
社
で
働
い
て
い
た
移
民
労
働
者
を
救
済
す
る
目
的

で
設
立
さ
れ
た
。

　
南
洋
興
発
が
創
業
す
る
際
、
そ
の
主
要
出
資
元
と
な
っ
た
の
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
大
陸
ま
で
幅
広
い
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
た
国
策
会
社
の
東
洋
拓
殖
で
あ
る
。
社
長
に
は
日
本
国
内
と
台
湾
で
製
糖
業
に
携
わ
っ
て
い
た
松
江
春
次
が
就
任
し
、
サ

イ
パ
ン
に
取
り
残
さ
れ
、
貧
窮
下
に
置
か
れ
て
い
た
移
民
労
働
者
と
施
設
、
農
場
を
引
き
継
ぐ
形
で
製
糖
業
に
乗
り
出
し
た
。

　
南
洋
興
発
に
よ
る
製
糖
工
場
で
の
生
産
は
二
〇
年
代
中
盤
に
軌
道
に
乗
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
内
地
か
ら
ミ
ク
ロ
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ネ
シ
ア
へ
の
移
民
事
業
の
中
核
を
担
っ
た
の
が
南
洋
興
発
で
あ
り
、
し
か
も
移
民
の
多
く
を
占
め
た
の
は
沖
縄
出
身
者
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
西
村
拓
殖
・
南
洋
殖
産
時
代
か
ら
サ
イ
パ
ン
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
で
働
く
労
働
者
の
多
数
を

沖
縄
出
身
者
が
占
め
て
い
た
が
、
松
江
は
事
業
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
、
積
極
的
に
沖
縄
か
ら
移
民
を
募
集
し
た
（
松
江
　
一
九

三
二
：
八
二
）。

　
そ
の
後
、
南
洋
興
発
は
、
製
糖
と
移
民
事
業
を
中
心
に
、
牧
畜
、
リ
ン
鉱
採
掘
、
水
産
、
海
運
な
ど
多
角
的
な
経
営
を
お
こ

な
い
、
多
く
の
関
連
会
社
を
傘
下
に
お
い
た
（
丹
野
　
二
〇
一
五
：
一
三
─
三
六
）。
南
洋
興
発
は
あ
く
ま
で
も
私
企
業
だ
が
、

同
社
が
納
め
る
税
が
南
洋
庁
歳
入
の
過
半
を
占
め
、
な
か
ば
国
策
会
社
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
し
て
日
本

統
治
時
代
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
社
会
に
君
臨
し
た
。「
北
の
満
鉄
、
南
の
南
興
」「
海
の
満
鉄
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る（（
（

。

　
ま
た
、
松
江
春
次
は
〈
島
〉
で
お
こ
な
わ
れ
る
学
術
調
査
に
協
力
的
で
あ
り
、
本
論
で
み
る
よ
う
に
、
現
地
調
査
の
際
、
松

江
や
南
洋
興
発
の
関
連
施
設
の
世
話
に
な
っ
た
研
究
者
は
多
い
。

民
間
航
路
の
開
設

　
最
後
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
内
地
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ
の
航
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
日
本

に
よ
る
現
地
占
領
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
で
調
査
研
究
を
お
こ
な
う
研
究
者
は
、
基
本
的
に
民
間
航
路
を
使
っ
て
現
地
に
向

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
大
戦
以
前
に
は
、
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
間
に
は
正
式
な
民
間
航
路
は
存
在
せ
ず
、
小
さ
な
商
船
が
コ
プ
ラ
や
、
ド
イ
ツ
が

開
発
を
進
め
た
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
の
リ
ン
鉱
石
を
求
め
て
、
不
定
期
に
航
海
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
一

四
年
一
〇
月
の
占
領
直
後
か
ら
、
日
本
郵
船
が
現
地
と
の
運
航
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
海
軍
の
御
用
船
と
し
て

交
代
要
員
や
物
資
を
運
ぶ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
地
へ
の
定
期
航
路
の
整
備
は
急
務
だ
っ
た
が
、
翌
一
五
年
、
先
述
し
た
南
洋
貿
易
が
内
地
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
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ア
を
結
ぶ
航
路
の
開
設
を
海
軍
省
か
ら
受
命
し
た
（
今
泉
　
一
九
九
〇
：
一
二
）。
南
洋
貿
易
は
汽
船
三
隻
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、

横
浜
─
横
須
賀
─
サ
イ
パ
ン
─
ト
ラ
ッ
ク
航
路
（
内
地
─
南
洋
間
）
の
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
─
ク
サ
イ
エ
─
ギ
ル
バ
ー
ト
（
イ
ギ

リ
ス
領
）─
ヤ
ル
ー
ト
間
、
ト
ラ
ッ
ク
─
ヤ
ッ
プ
─
パ
ラ
オ
─
ア
ン
ガ
ウ
ル
─
メ
ナ
ド
（
オ
ラ
ン
ダ
領
）
間
を
結
ん
だ
が
、
一
九

一
七
年
、
内
地
─
南
洋
間
航
路
か
ら
撤
退
す
る
。

　
内
地
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
結
ぶ
航
路
に
つ
い
て
は
日
本
郵
船
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
と
も
な

い
定
期
運
航
が
困
難
に
な
る
ま
で
、
内
地
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
向
か
う
研
究
者
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
郵
船
の
船
を
利
用
し
た
。

日
本
郵
船
の
南
洋
航
路
に
は
東
回
り
線
、
西
回
り
線
、
東
西
連
絡
線
、
サ
イ
パ
ン
線
の
四
つ
が
あ
り
、
一
九
二
二
年
の
南
洋
庁

創
設
以
降
は
同
庁
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
命
令
航
路
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
横
浜
か
ら
南
洋
庁
が
あ
る
パ
ラ
オ
・
コ
ロ

ー
ル
島
ま
で
最
短
で
五
日
（
東
西
連
絡
線
）、
通
常
だ
と
十
日
か
ら
二
週
間
程
度
の
船
旅
で
あ
っ
た
（
図
表
2
）。

　
一
方
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
各
離
島
間
に
つ
い
て
は
、
南
洋
貿
易
が
最
も
大
規
模
な
経
営
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
日
本
郵
船
と

同
様
、
南
洋
庁
の
補
助
を
受
け
、
サ
イ
パ
ン
、
ヤ
ッ
プ
、
パ
ラ
オ
な
ど
の
主
要
な
島
と
周
辺
離
島
を
結
ん
だ
。
環
礁
内
に
つ
い

て
も
、
現
地
の
運
送
会
社
や
個
人
経
営
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
航
路
が
存
在
し
、
環
礁
内
の
島
々
を
つ
な
い
で
い
た
。

　
ま
た
、
詳
細
は
省
く
が
、
パ
ラ
オ
を
経
由
し
て
内
地
と
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
な
ど
を
結
ぶ
航
路
（
日
本
郵
船
な
ど
）
や
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
な
ど
に
向
か
う
航
路
（
南
洋
貿
易
、
南
洋
興
発
な
ど
）
も
あ
り
、
と
き
に
研
究
者
は
、
こ

れ
ら
の
航
路
を
使
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
調
査
の
足
を
の
ば
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
三
九
年
に
航

空
路
も
開
か
れ
（
旅
客
営
業
は
四
〇
年
か
ら
）、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
ま
で
飛
行
艇
が
月
二
回
、
横
浜
と
パ
ラ
オ
を
往
復

す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
若
林
　
二
〇
一
六
：
一
二
一
─
一
五
一
）。

　
本
論
で
み
る
よ
う
に
、〈
島
〉
で
調
査
研
究
を
お
こ
な
う
研
究
者
は
、
こ
の
よ
う
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
全
域
に
細
か
く
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
た
航
路
を
使
っ
て
、
各
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
船
旅
で
は
研
究
者
が
偶
然
同
船

す
る
こ
と
も
あ
り
、
船
は
彼
ら
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
っ
た
。
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図表 2　ミクロネシアおよび周辺地域への航路（1937 年頃）

内 地─南 洋 間 航 路
（日本郵船）：計 9 隻

西回り線 神戸、大阪、門司、横浜、サイパン、テニアン、ロタ、
ヤップ、パラオ、アンガウル、メナード、ダバオ、タワ
オ間往復

東回り線 神戸、大阪、門司、横浜、サイパン、トラック、ポナ
ペ、クサイ、ヤルート間往復

サイパン線 神戸、大阪、門司、基隆、那覇、横浜、八丈島、サイパ
ン、テニアン、ロタ間往復

離島間航路（南洋汽
船、南洋貿易）

マリアナ群島線（年 19 回）

ヤップ、パラオ離島線（年 4 回）

ポナペ離島線（年 3 回）

マーシャル群島線（年 7 回）

環礁内航路
（運送組合、個人）

パラオ コロール、パラオ本島、ペリリュー、アンガウル間（年
300 回）

コロール、ガルミスカン間（年 250 回）

コロール、ガルドック間（年 220 回）

コロール、アイライ間（年 468 回）

トラック管内各島間 年 198 回

ポナペ ポナペ島附属島間（年 132 回）

ヤップ コロニー、トロ、ゴフ間（年 240 回）

サイパン─グアム間 （年約 10 回）

パラオ─ニューギニア、
チモール間

（年約 10 回）

離島と他の
外国植民地間

オーストラリア植民地ラバウル、ケビアン、ニューギニア、サルモア、英領サマラ
イ

英領ギルバート島、ブタリタリ、タラウ

仏領ニューカレドニア島ヌメア

トンガ王国トンガタブ島ヌクアルフア

英領フィジー諸島スブア

出典�：大宜味朝徳『南洋群島案内（アジア学叢書 112）』（2004）より作成。
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な
お
、
南
洋
庁
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ
の
外
国
人
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
太
平
洋
で
日
本
と
対

峙
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
現
地
の
軍
事
基
地
化
に
対
す
る
懸
念
を
強
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
ま
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
に
お
け
る
調
査
研
究
は
ほ
ぼ
日
本
人
の
手
に
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

本
書
の
構
成

　
こ
こ
で
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

　
前
半
の
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
主
と
し
て
パ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
創
設
以
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分

野
の
調
査
研
究
を
検
討
す
る
。

　
第
一
章
で
は
、
一
九
一
四
年
の
日
本
海
軍
に
よ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
直
後
、
文
部
省
が
現
地
に
派
遣
し
た
多
分
野
の
研
究

者
が
実
施
し
た
視
察
の
報
告
書
（『
南
洋
新
占
領
地
視
察
報
告
』）
を
中
心
に
、
帝
国
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
初
期
の
学

術
調
査
の
展
開
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
い
ま
だ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
将
来
の
帰
属
が
定
ま
っ
て
い
な
い
占
領
期
に
お

こ
な
わ
れ
た
現
地
調
査
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
南
洋
庁
の
支
援
を
受
け
、
い
ち
早
く
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
民
族
誌

を
発
表
し
、
の
ち
に
「
南
洋
研
究
の
先
覚
者
」
と
も
呼
ば
れ
た
松
岡
静
雄
の
研
究
と
、
や
は
り
南
洋
庁
の
協
力
の
も
と
、
二
〇

年
代
末
に
現
地
で
大
規
模
な
身
体
計
測
調
査
を
お
こ
な
っ
た
長
谷
部
言
人
（
自
然
人
類
学
者
）
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
分
析
を

く
わ
え
る
。

　
第
三
章
で
は
、
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
委
任
統
治
と
の
関
係
で
問
題
に
な
っ
た
、
ヤ
ッ
プ
島
の
人
口
減
少
を
め
ぐ
る
調
査
研

究
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
現
地
の
医
院
に
つ
と
め
る
医
師
が
進
め
た
医
学
調
査
と
、
植
民
政
策
学

の
立
場
か
ら
現
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
い
、
人
口
減
少
問
題
に
迫
ろ
う
と
し
た
矢
内
原
忠
雄
の
研
究
で
あ
る
。

　
第
四
章
で
は
、「
日
本
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
」
と
も
称
さ
れ
る
土
方
久
功
（
彫
刻
家
・
画
家
・
詩
人
・
ア
マ
チ
ュ
ア
民
族
誌
家
）
を
取
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り
上
げ
る
。
彼
は
、
一
九
二
九
年
、
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
島
に
単
身
わ
た
り
、
以
降
、
七
年
間
の
サ
タ
ワ
ル
島
滞
在
を
は
さ
ん

で
、
四
二
年
に
コ
ロ
ー
ル
か
ら
引
き
揚
げ
、
内
地
に
戻
る
ま
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
で
民
族
誌
・
考
古
学
調
査
を
実
施
し
た
。

土
方
久
功
に
は
近
年
改
め
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
や
彼
が
残
し
た
詳
細
な
日
記
に
依
拠
し
な
が

ら
、
土
方
の
〈
島
〉
に
お
け
る
調
査
研
究
の
足
跡
を
た
ど
る
。

　
そ
し
て
、
本
書
が
特
に
注
目
す
る
パ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
（
一
九
三
四
─
四
三
年
）
の
活
動
と
、
研
究
所
周
辺
に
お
け
る

調
査
研
究
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
、
続
く
第
五
章
か
ら
第
九
章
ま
で
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
五
章
で
、
研
究
所
が
誕
生
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
沿
革
、
注
目
す
べ
き
研
究
成
果
、
コ
ロ
ー
ル
で
の
研
究
生

活
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
第
六
章
で
は
、
特
に
四
名
の
研
究
員
（
阿
部
襄
、
元
田
茂
、
羽
根
田
弥
太
、
阿
刀
田

研
二
）
に
着
目
し
、
彼
ら
の
〈
島
〉
で
の
暮
ら
し
や
現
地
住
民
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
ふ
み
込
ん
で
考
え
て
み
た
い
。

　
そ
し
て
、
第
七
章
で
は
、
パ
ラ
オ
研
の
活
動
期
間
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
訪
れ
、
研
究
員
と
も
交
流
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
お

こ
な
っ
た
南
洋
学
術
探
検
隊
（
齋
藤
報
恩
会
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
の
主
宰
）、
田
山
利
三
郎
（
海
洋
地
質
学
者
）、
八
幡
一
郎
（
考

古
学
者
）、
杉
浦
健
一
（
民
族
学
者
）
の
活
動
を
検
討
す
る
。
続
く
第
八
章
で
は
、
パ
ラ
オ
研
と
の
接
点
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、

四
一
年
九
月
に
今
西
錦
司
（
生
態
学
者
）
率
い
る
調
査
隊
が
ポ
ナ
ペ
島
で
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
取
り
上
げ
る
。

　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の
調
査
研
究
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。

三
〇
年
代
末
か
ら
日
本
国
内
で
は
南
方
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
る
が
、
開
戦
後
、
現
地
で
の
調
査
研
究
は
困
難
に
な
り
、
四

三
年
三
月
に
は
パ
ラ
オ
研
も
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
、
同
年
に
は
パ
ラ
オ
を
経
由
し
て
、
占
領
下
の
西
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
へ
大
規
模
な
調
査
隊
（
海
軍
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
資
源
調
査
隊
）
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
戦
前
後
の
〈
島
〉
を
め

ぐ
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
第
九
章
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
十
章
で
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
パ
ラ
オ
研
関
係
者
の
活
動
に
検
討
を
く
わ
え
る
。
多
く
が
若
手
だ
っ
た
パ
ラ
オ

研
の
研
究
員
の
な
か
に
は
徴
兵
さ
れ
た
者
も
い
る
が
、
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の
経
験
を
買
わ
れ
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て
、
日
本
軍
の
東
南
ア
ジ
ア
占
領
に
か
か
わ
っ
た
研
究
者
で
あ
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
帝
国
日
本
の
南
洋
研
究
の
遺
産
と
、
戦
前
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
調
査
研
究
に
携
わ
っ
た
研
究
者
の
「
戦

後
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
が
第
十
一
章
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
十
年
に
及
ぶ
帝
国
日
本
の
南
洋
研
究
の
成
果
は

戦
後
社
会
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
。
か
つ
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
調
査
研
究
を
実
施
し
た
研
究
者
、
な
か
で
も
パ
ラ
オ

研
の
元
研
究
員
は
い
か
な
る
後
半
生
を
送
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
も
は
や
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
〈
島
〉
で
の
日
々
を

ど
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
本
書
の
最
後
で
考
え
た
い
。

注（1
）　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
「
小
さ
な
島
々
」
を
意
味
し
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
（「
多
く
の
島
々
」）、
メ
ラ
ネ
シ
ア
（「
黒
い
（
皮
膚
の
人
び
と
が
住

む
）
島
々
」）
と
あ
わ
せ
て
、
太
平
洋
の
地
域
区
分
を
構
成
す
る
。
そ
の
う
ち
ド
イ
ツ
と
日
本
が
統
治
下
に
置
い
た
の
は
赤
道
以
北
の
地

域
で
あ
る
。
赤
道
以
南
の
ナ
ウ
ル
、
キ
リ
バ
ス
（
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
）
は
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
り
、
現
在
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
加

盟
国
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）　
戦
前
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
人
類
学
・
民
族
学
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
著
（
坂
野
　
二
〇
〇
五
）
の
第
六
章

（「
怠
惰
」
な
る
他
者
─
─
植
民
地
統
治
下
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
人
類
学
研
究
」）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
に

お
け
る
人
類
学
者
、
民
族
学
者
に
関
す
る
分
析
は
、
前
書
と
内
容
的
に
重
な
る
部
分
も
あ
る
。

　
　
た
だ
し
、
前
書
と
一
部
内
容
的
な
重
な
り
を
も
ち
な
が
ら
も
、
本
書
で
は
、
学
問
分
野
と
資
料
と
い
う
点
で
取
り
扱
う
対
象
が
大
き
く

拡
張
さ
れ
て
い
る
。
前
書
の
主
眼
は
植
民
地
統
治
（
委
任
統
治
）
下
に
お
け
る
人
類
学
者
、
民
族
学
者
の
調
査
研
究
の
政
治
性
を
問
う
こ

と
に
あ
り
、
一
部
調
査
日
誌
な
ど
も
用
い
た
も
の
の
、
そ
こ
で
主
な
分
析
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
公
刊
さ
れ
た
論
文
や
著
作
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
本
書
で
は
、
学
問
の
政
治
性
へ
の
関
心
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
生
物
学
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
調
査
研
究
を
取

り
上
げ
、
紀
行
文
や
調
査
日
誌
な
ど
に
も
書
き
込
ま
れ
た
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
部
分
に
こ
だ
わ
っ
て
、
研
究
者
の
学
術
活
動
を
記
述
し
て
い

く
。

（
3
）　
本
書
で
い
う
〈
島
〉
の
範
囲
は
基
本
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
（
南
洋
群
島
）
と
一
致
す
る
が
、
以
下
で
扱
う
調
査
地
域
は
、
一
部
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
を
拠
点
に
お
こ
な
わ
れ
た
他
国
（
植
民
地
）
の
島
嶼
部
を
含
む
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
た
い
。

（
4
）　
少
数
な
が
ら
、
有
力
者
の
子
ど
も
や
成
績
優
秀
者
で
内
地
の
学
校
に
進
学
し
た
者
も
あ
っ
た
。

（
5
）　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
一
九
四
二
年
に
南
洋
貿
易
は
南
洋
興
発
に
合
併
・
吸
収
さ
れ
た
。


